
宗

不

旱

夏

目

漱

石

与

謝

野

晶

子

上

林

暁

獅

子

文

六

菊

田

一

夫

森

敦

吉

本

隆

明

天
草
れ
い
ほ
く
文
学
散
歩

賴

山

陽

勝

海

舟

与

謝

野

寛

北

原

白

秋

木

下

杢

太

郎

平

野

万

里

吉

井

勇

林

芙

美

子

高

橋

喜

惣

勝

苓北町の文学の

宝をめぐる旅

「天草は旅人を詩人にするらしい。」 司馬遼太郎 「街道をゆく17」より



長崎からの通航が盛んだった頃、風光明媚で、城下町の賑わいや
風情もあった苓北町（富岡）には、数多くの文人や映画人が訪れ
ており、その作品の中に登場します。（下記は一部を抜粋）

苓北町が登場する作品

正
直
に
言
い
ま
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
文
学
の
宝
た
ち

（
漢
詩
、
散
文
、
俳
句
、
な
ど
）
の
ほ
と
ん
ど
は

苓
北
町
富
岡
が
天
草
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
た

頃
（
ま
た
は
そ
の
前
後
）
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

今
（
令
和
７
年
現
在
）
の
町
に
は
、

観
光
で
来
訪
さ
れ
た
方
が
楽
し
む

お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
お
土
産
店
、
飲
食
店
は

ほ
ぼ
皆
無
で
す
。

た
だ
、
自
慢
は
絶
景
の
海
、
空
、
風
で
す
。

（
特
に
夕
日
が
お
す
す
め
）

古
の
文
豪
た
ち
の
足
跡
を
想
像
し
な
が
ら

苓
北
の
町
を
歩
い
て

あ
な
た
の
心
の
中
に
あ
る

「
言
葉
」
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。

※本渡バスセンターからは九州産交路線バス、レンタカーなどをご利用ください

苓北町への交通アクセス

鉄道(JR三角駅から)
車で１時間３０分

船舶(苓北観光汽船)
長崎 : 茂木 – 富岡(4便/日)  : 45分

航空(天草エアライン)
福岡空港→天草 (3便/日) : 約35分
大阪→熊本→天草(1便/日) : 約120分

シャトルバス
天草空港→本渡バスセンター(4往復8便/日) : 約14分

苓 北 町 富 岡 周 辺 地 図

苓
北
町
の
先
端
に
あ
る
富
岡
は
、

鉤
爪
の
よ
う
な
半
島
の
形
状
が
天
然
の
堤
防
と
な
っ
て

古
く
か
ら
良
港
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

苓北町の富岡は、江戸時代から
明治6年本渡（町山口村）に天草
支庁が移るまで、天草の政治・
経済・文化の中心地でした。

れ
い
ほ
く
ま
ち

書

籍

「
五
足
の
靴
」

著
・
五
人
づ
れ

与
謝
野
寛
・
北
原
白
秋
・

吉
井
勇
・
平
野
万
里
・
木
下
杢
太
郎

「
歌
集
天
草
灘
」

著
・
高
橋
喜
惣
勝

「
天
草
灘
」

著
・
林
芙
美
子

「
天
草
土
産
」

著
・
上
林
暁

「
天
草
巡
礼
」

著
・
新
村
出

「
天
草
紀
行
・
天
草
灘
」

著
・
小
川
国
夫

「
街
道
を
ゆ
く
１
７
」

著
・
司
馬
遼
太
郎

「
王
国
そ
の
４
」

著
・
吉
本
ば
な
な

ド
ラ
マ
・
映
画

「
南
の
風
」

原
作
・
獅
子
文
六

「
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
」

原
作
・
山
崎
朋
子

「
花
咲
く
港
」

原
作
・
菊
田
一
夫

（
木
下
啓
介
初
監
督
作
品
）

「
う
ず
潮
」

原
作
・
林
芙
美
子

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
第
四
作
）



向こうに見えるのは雲であろうか、山であろうか、

それとも対岸中国大陸の呉の地か、越の地でもあろうか。それらしきものが見える。

水と空とが、さながら青い髪の毛を張ったように、一線を画して連なっている。

はるばる京都から万里もあるこの天草洋に来て今宵船どまりをすれば、

おりから夕靄が静かに小舟の窓をこめて、太陽はしだいに西の海に沈んでゆく。

突然、大きな魚が波間に跳ねるのを見た。

見上げる空には、早くも宵の明星が輝いており、

船の正面に当たって、まるで月のように明るく見えた。

Rai Sanyou 『Amakusanada ni hakusu』

文

学

こ

ぼ

れ

話

所在地：熊本県天草郡苓北町富岡
時 間：常時開放

出典：『新釈漢文大系45 日本漢詩 上』より

賴
山
陽
公
園

雲
耶
山
耶
呉
耶
越

水
天
髣
髴
青
一
髪

万
里
泊
舟
天
草
洋

煙
横
篷
窓
日
漸
没

瞥
見
大
魚
波
間
跳

太
白
当
船
明
似
月

「
泊
天
草
洋
」

賴
山
陽

賴山陽が天草灘の船上で書いたとされる「泊天草洋」は詩吟の歌詞とし
ても有名で、聖地である苓北町ではこの詩を吟ずる全国大会が数年前ま
で開催されていました。

「泊天草洋（あまくさなだにはくす）」
は1818年、儒学者である賴山陽が長崎県
茂木から対岸の富岡を目指す船の中で詠
んだ詩と言われています。
賴山陽公園の中央には、富岡西海岸の巨
大な自然石を使って建てられたこの詩の
碑があり、碑文の字は山陽の真筆を元に
刻まれています。詩碑の建立は山陽逝去
百年の1932年で、命日である同年10月
16日に除幕式が行われました。



波
静
か
な
る
富
岡
港
に
上
陸
し
た
。

細
長
い
小
半
島
の
終
点
に
富
岡
城
の
跡
が
あ
る
、

細
長
い
町
を
挟
ん
で
西
は
外
海
の
波
が
荒
て
居
る
、

東
は
偽
の
様
に
平
な
内
海
で
あ
る
。

「
五
足
の
靴
」

富
岡
の
町
の
裏
な
る
浜
の
石

擦
れ
て
鳴
る
な
り
春
の
夜
の
石

宗

不
旱

ペーロン

文

学

こ

ぼ

れ

話

西海岸の奥にある白い岩は白磁
の原料でもある天草陶石です。

白岩崎

宗
不
旱
（
そ
う
ふ
か
ん
）

は
、
熊
本
を
代
表
す
る
明

治
時
代
の
歌
人
。

漂
白
の
歌
人
と
呼
ば
れ
る

彼
が
人
生
で
初
め
て
（
当

時
十
八
歳
）
詠
ん
だ
の
が

富
岡
の
海
岸
で
の
こ
の
歌

（
左
）
で
し
た
。

Scenery of Tomioka  

苓
北
じ
ゃ
っ
と
祭

話
の
序
に
ピ
ヤ
ア
ロ
ン
の

事
が
出
た
。
美
し
く
飾
ら

れ
た
幾
艘
の
船
が
更
に
幾

十
艘
の
小
舟
の
声
援
の
下

に
行
ふ
支
那
流
の
レ
ガ
ッ

タ
で
あ
る
さ
う
な
、
普
通

五
月
の
節
句
に
や
る
の
だ

と
い
ふ
。

「
五
足
の
靴
」

場所 : 富岡港周辺、袋湾一帯
時期 : 毎年７月下旬頃に開催

Peeron /dragon boat
（ｌong 22-person canoe used for racing)races with such boats

苓北真夏の恒例「苓北じゃっと祭」は、例年２日
にわたって行われ、１日目には出店や露店が立ち
並び、花火大会を行います。２日目には「天草苓
北ペーロン大会」が開催され、伝統行事であるペ
ーロンの白熱したレースが繰り広げられます。
ペーロンは約３５０年前に長崎から伝えられた競
漕で、太鼓や銅鑼のリズムに合わせてオールを漕
ぎます。
祭りの名前の由来は、「そうだ」「本当だ」とい
う意味の方言「じゃっと」です。
将来に向かって地域住民こぞって「そうだ（じゃ
っとさい）、一丸となって突き進もう」という願
いが込められています。



There is a bronze statue of  Katsu Kaisyu in Tomioka castle

文

学

こ

ぼ

れ

話

勝
海
舟
は
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
５
年
間
在
籍
し
ま
し
た
。
在
任
中
に
２
度
富
岡
を
訪
問
し
、
２
度
と
も

鎮
道
寺
へ
宿
泊
し
ま
し
た
。
１
８
５
７
年
１
度
目
の
来
訪
時
、
ま
だ
伝
習
生
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
日
本
海
軍
指
揮
官

勝
麟
太
郎
」
（
右
は
自
筆
の
写
し
）
と
い
う
落
書
き
を
残
し
て
い
ま
す
。

伝
習
船
に
乗
船
し
、
同
行
し
た
１
４
名
の
中
に
は
五
代
友
厚
と
榎
本
武
揚
が
い
ま
し
た
。

翌
年
再
び
来
訪
し
た
際
に
は
歌
（
左
記
）
を
残
し
ま
し
た
。
当
時
の
来
島
の
様
子
が
指
揮
官
で
あ
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
人
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
の
著
書
「
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々
」
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

鎮
道
寺

場 所 : 苓北町富岡2452
電 話 : 0969-35-0045（鎮道寺） ※見学は要事前予約
料 金 : 無料 駐車場 : ５台

富
岡
城

場 所 : 苓北町富岡字本丸2245-15 （熊本県富岡ビジターセンター）
営業時間 : 午前9時～午後5時 ※最終入館は午後4時45分まで
休館日 : 水曜日(祝日の場合は翌日) 料 金 : 無料 駐車場 : あり

幕末から明治にかけて活躍した勝海舟は、
鎮道寺を２度にわたって訪れ、本堂の柱に
落書きをしました。境内にはその落書きの
文字を彫った石塔も設置してあり、当時の
勝海舟の気持ちに触れることができます。

※経年により実物はほとんど読めません

肥前唐津藩の寺沢志摩守広高によって慶長
7年（1602年）頃に富岡城が築かれました。
寛永14年（1637年）「島原・天草一揆」で
、富岡城は幕府側の拠点として一揆勢から
攻撃を受けました。必死の守りで落城を免
れたことが、一揆の早期終結と後の徳川幕
府の安定をもたらしたといわれています。
毎年１０月下旬富岡城お城まつりが開催さ
れます。

蒸
気
の
御
船
に
の
り
て
再
び
こ
こ
旅
に
寝
せ
し
か
ば
、

た
の
ま
れ
ぬ
世
を
ば
経
れ
ど
も
契
り
あ
ら
ば

ふ
た
た
び
こ
こ
に
月
を
見
る
か
な

勝
義
邦
（
勝
海
舟
）



苓
北
町
歴
史
資
料
館

わ
れ
は
思
ふ
、
末
世
の
邪
宗
、

切
支
丹
で
う
す
の
魔
法
。

黒
船
の
加
比
丹
を
、

紅
毛
の
不
可
思
議
国
を
、

色
赤
き
び
い
ど
ろ
を
、

匂
ひ
鋭
と
き
あ
ん
じ
や
べ
い
い
る
、

南
蛮
の
桟
留
縞
さ
ん
と
め
じ
ま
を
、

は
た
、

阿
刺
吉
あ
ら
き
、
珍
侘
の
酒
を
。

「
邪
宗
門
」
北
原
白
秋

富岡城に関する歴史や、島原・天草
一揆の解説などを展示。

Kitahara Hakusyu 『jashumon』

名 称 : 国指定史跡「富岡吉利支丹供養碑」
場 所 : 熊本県天草郡苓北町富岡3595
見学可能時間 : 常時開放 駐車場 : 有（無料）

富
岡
吉
利
支
丹
供
養
碑

殉
教
の
地
に
根
を
お
ろ
し
か
く
の
ご
と

古
り
に
け
る
か
も
こ
の
塚
の
松

宗

不
旱

場 所 : 熊本県天草郡苓北町富岡2245-11
（富岡城敷地内）

駐車場 : 有
休館日 : 木曜日

（祝・休日の場合はその翌平日）
営業時間 : 午前9時～午後５時

※最終入館は午後４時30分まで
料 金 : 大人（高校生以上） : １００円

小人（中学生以下）：無料

1637年、島原・天草一揆で討ち死に
したキリシタン一揆勢の１万あまり
の首を三分して葬られた内の一つが
この首塚です。一揆から１０年後の
1647年、時の代官であった鈴木重成
の手によって供養碑が建てられ霊を
慰めたと言われ、別名「千人塚」と
呼ばれています。

Sou Fukan



土
痩
せ
た
る
天
草
の
島
は
稲
を
作
る
に
適
せ
ぬ
、

山
の
半
腹
の
余
裕
な
き
に
余
裕
を
求
め
て
甘
藷
を
植
ゑ
る
。

島
民
は
三
食
と
も
甘
藷
を
食
ふ
。

「
五
足
の
靴
」

せんだご汁がね揚げ

働
ひ
て
芋
が
ゆ
す
す
る
暮
し
し
て

失
ひ
た
く
な
く
も
の

正
し
さ
に
生
き
る
努
力
と
も
う
一
つ

「
生
活
の
歌
」
高
橋
喜
惣
勝

「せん」というのは、漢字で「洗」と表され
、すりつぶしたさつまいもやじゃがいもを洗
ってでんぷんを作ることから、いものでんぷ
んのことです。熊本の郷土料理として有名な
「だご汁」ですが、天草地方ではさつまいも
を使った「せんだご汁」という料理が作られ
ていました。

出典：全国学校栄養士協議会
熊本県 郷土食 せんだご汁

天草地域で、仏事に魚が使えないのでその代
わりにさつまいもを太めの拍子切りにして菜
種油で揚げ、精進料理として「がね揚げ」を
使ったのがはじまりといわれています。天草
の方言で「がね」とはカニのことで、揚げた
姿がカニの足に見えることから名付けられま
した。

出典：農林水産省
うちの郷土料理 熊本県 がね揚げ

天草は、山が海岸に迫り平地が少ないため、米の生産量が少ない
地域でした。そのため主食代わりにサツマイモ（天草では「から
いも」と呼ぶ）を使った様々な郷土料理が残っています。

Takahashi Kisokatsu 『seikatsu no uta』

暮
ら
し

写
真
中
央
・
下

昭
和
３
０
年
代
の
富
岡

高橋喜惣勝（たかはしきそかつ）は明治時代に苓北町富岡
に生まれた作家、歌人。昭和１９年に発表の『技術史』で
芥川賞候補となりました。貧しい当時の天草の暮らしを多
くの文章に残しています。富岡の漁港近くに記念碑あり。

文 学 こ ぼ れ 話

ｇaneage and sendagojiru



波
止
場
か
ら
左
に
折
れ
て
、

私
は
若
い
男
の
差
し
か
け
て
く
れ
る
傘
に

は
い
っ
て
歩
い
た
。

「
旅
館
は
遠
い
の
？
」

「
は
い
、
六
百
米
ほ
ど
あ
り
ま
す
」

「
岡
野
屋
さ
ん
は
古
い
宿
屋
さ
ん
な
の
？
」

「
明
治
初
年
か
ら
や
っ
て
を
り
ま
す
」

富
岡
へ
は
四
時
一
寸
前
に
着
い
た
。

小
雨
が
降
っ
て
い
た
。

港
と
も
云
え
な
い
や
う
な
、
小
さ
い
、

波
止
場
に
木
造
の
郵
便
局
風
な
汽
船
の

発
着
所
が
あ
っ
た
。

Hayashi Fumiko 『Amakusa made』

文

学

こ

ぼ

れ

話

林
芙
美
子
は
長
崎
で
の
講
演
会
に
出
席
し
た
後
、
屋
久
島

へ
取
材
旅
行
へ
向
か
う
途
中
に
天
草
へ
来
訪
し
ま
し
た
。

小
説
の
舞
台
と
な
っ
た
岡
野
屋
を
去
る
時
に
は
、
ま
た
家

族
と
来
る
と
話
し
て
い
た
も
の
の
翌
年
に
急
死
。

記
念
碑
の
題
字
は
当
初
、
川
端
康
成
に
依
頼
し
て
い
ま
し

た
が
、
病
気
だ
っ
た
た
め
交
流
の
あ
っ
た
女
流
作
家
、
壷

井
栄
に
よ
っ
て
書
か
れ
ま
し
た
。

写
真
は

川
端
康
成
と

林
芙
美
子

富
岡
へ
移
動
す

る
前
に
長
崎
に

て
撮
影
さ
れ
た

も
の

現
在
も
残
る

富
岡
稲
荷
神
社
の
鳥
居

富
岡
城
へ
続
く
歩
道
で

も
あ
り
ま
す

岬
の
と
つ
さ
き
に
は
、

九
州
帝
大
の
臨
海
研
究
所
の
白
い
建
物
が
あ
り
、

面
白
い
こ
と
に
、
お
稲
荷
さ
ん
と
と
な
り
あ
は
せ
。

赤
い
鳥
居
が
山
の
奥
ま
で
續
い
て
ゐ
る
。

「
天
草
ま
で
」
林
芙
美
子

岡
野
屋

場所 : 熊本県天草郡苓北町富岡2836
玄関前に記念碑があります。
※現在は営業しておりません

昭和２５年４月２１日。長崎
から船で富岡に渡った林芙美
子は、この旅館に泊まり、後
に富岡を舞台にした短編小説
「天草灘」を発表しました。
「天草灘」には、岡野屋旅館
の女主人も登場し、天草女性
の人情の細やかさが描かれて
います。

Hayashi Fumiko 『Amakusa nada』

「
天
草
灘
」
林
芙
美
子



あなたの心に浮かんだ言葉を自由に書き残してください

天
草
高
来
の
民
こ
そ
は

耶
蘇
の
外
法
を
伝
え
ぬ
れ
。

港
に
入
れ
る
、
や
あ
ら
、
い
よ

勇
魚
追
ひ
越
し
み
や
び
を
ば
、

さ
み
ど
り
の
胸
い
と
か
た
き

無
花
果
島
の
少
女
ら
に
、

あ
あ
ら
切
支
丹
伴
天
連
の

恋
の
秘
法
ぞ
伝
え
ぬ
る
。

「
あ
ま
く
さ
」

木
下
杢
太
郎

Tomioka coast at dusk

Kinoshita Mokutarou 『Aamakusa』



吉本ばななの著書
「王国その４」に
志岐八幡宮が登場

企画・編集・制作／ドットワークス

※このパンフレットは令和６年度熊本県夢チャレンジ事業で作成しました

高橋喜惣勝

与謝野鉄幹、娘と
ともに天草旅行

夏目漱石

賴山陽
勝海舟

与謝野晶子

五校教員時代
修学旅行にて
旧富岡小学校
に宿泊

★
★

一行が宿泊した
松本久太郎別宅

苓
北
町
富
岡

散
策
地
図

注: 

★
で
は
歴
史
的
事
実
を
示

し
て
お
り
、
現
在
確
認
で
き
る

碑
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

一般社団法人天草れいほく観光協会

観光案内所 ／ ８：４５～１６：４５
〒８６３－２５０２
熊本県天草郡苓北町上津深江４５３５番地１
TEL ０９６９－３１－１１３６

苓北町歴史資料館★

富岡稲荷神社

富岡曲崎

富岡港

★
富岡ビジターセンター

●旧大手門

●
アダム荒川殉教公園

袋池

鎮道寺

富岡海水浴場

●旧三文字屋

五足の靴上陸地点

●百閒土手石垣

★志岐八幡宮

富岡神社
卍

瑞林寺

高橋喜惣勝
文学碑

天草拓心高等学校
マリン校舎

富岡吉利支丹供養碑
（千人塚）

旧岡野屋
（林芙美子記念碑）

頼山陽公園

●大手門と堀切

白岩崎

富岡漁港

●

★

●

●

⛩

⛩

⛩

★

★

★

★
★

★

●

宗不旱

林芙美子

五足の靴一行


